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５ 参加者数
１ 有料入場者数 3,351人

No 職 種 別 件 数 ％ No 都道府県別 人 数 ％

1 医師（行政） 231 11.2 1 東京都 315 15.2
2 医師（教育・研究） 224 10.8 2 北海道 224 10.8
3 医師（臨床） 59 2.9 3 大阪府 135 6.5
4 歯科医師 49 2.4 4 愛知県 79 3.8
5 薬剤師 39 1.9 5 神奈川県 78 3.8
6 獣医師 14 0.7 6 埼玉県 69 3.3
7 保健師 635 30.7 7 福岡県 60 2.9
8 助産師 16 0.8 8 岡山県 59 2.9
9 看護師・準看護師 70 3.4 9 熊本県 57 2.8

10 管理栄養士・栄養士 101 4.9 10 千葉県 55 2.7
11 臨床検査技師・衛生検査技師 34 1.6 11 京都府 55 2.7
12 歯科衛生士・技工士 23 1.1 12 群馬県 53 2.6
13 健康教育系 96 4.6 13 福島県 48 2.3
14 生物・物理・化学・工学系 34 1.6 14 兵庫県 43 2.1
15 事務系 44 2.1 15 栃木県 42 2.0
16 その他 372 18.0 16 その他 635 26.8
17 無回答 29 1.4 17 無回答 63 3.0

小 計 2,070 100.0 小 計 2,070 100.0
不 明 1,281 不 明 1,281
合 計 3,351 合 計 3,351
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第64回日本公衆衛生学会総会（北海道・札幌市）のまとめ

１ 学会長・副学会長・顧問

名誉学会長 高橋はるみ（北海道知事）

名 誉 顧 問 上田 文雄（札幌市長）

学 会 長 岸 玲子（北海道大学大学院医

学研究科教授）

副 学 会 長 飯塚 弘志（社北海道医師会会長）

副 学 会 長 太田 博（北海道保健福祉部長）

副 学 会 長 七田 博文（札幌市保健福祉局長）

顧 問 中村 睦男（北海道大学総長）

顧 問 八竹 直（旭川医科大学学長）

顧 問 今井 浩三（札幌医科大学学長）

２ 開 催 日

平成17年 9 月14日（水）

午前 開会式，学会長講演，特別講演Ⅰ，学

会総会

午後 特別講演Ⅱ，教育講演 1–4，メインシ

ンポジウム，シンポジウム 1・パネル

ディスカッション，シンポジウム 2，

道民公開講座，フォーラム 1・2，自

由集会

終日 企業展示・紹介ブース

平成17年 9 月15日（木）

午前 教育講演 5・6，シンポジウム 3・4，

奨励賞受賞者講演，緊急講演

午後 ランチョンセミナー 1・2，特別講演

Ⅲ，シンポジウム 5，フォーラム 3，

自由集会，交流懇親会

終日 一般演題発表（口演・示説），企業展

示・紹介ブース

平成17年 9 月16日（金）

午前 シンポジウム 6–8，一般演題発表（口

演・示説），企業展示・紹介ブース

午後 教育ワークショップ 1・2，国際セミ

ナー

３ 開 催 地

北海道札幌市

４ 会 場

札幌コンベンションセンター（総会，自由集会）

札幌市産業振興センター（自由集会）



221

２ その他の参加者数 1,140人

項 目 人 数

関連イベント

道民公開講座（9/14） 120
フォーラム 720
ランチョンセミナー 300

合 計 1,140
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６ 総会・特別行事等

【第１日 平成17年９月14日（水）】

開会式 9：00～9：20〔大ホール〕

（挨 拶）

学 会 長 岸 玲子（北海道大学大学院

医学研究科教授）

名誉学会長 高橋はるみ（北海道知事）

名 誉 顧 問 上田 文雄（札幌市長）

（来賓祝辞）

厚生労働大臣 尾辻 秀久（代理）中島 正治

（厚生労働省健康局長）

学会長講演 9：30～10：30〔大ホール〕

「環境と人権がつくる人々の健康と安全―公衆衛

生学の新たな発展をめざして」

演者 岸 玲子（北海道大学大学院医学研究

科予防医学講座公衆衛生学

分野教授）

座長 鏡森 定信（富山医科薬科大学医学部保

健医学教授）

特別講演Ⅰ 10：30～11：30〔大ホール〕

「野生が伝える環境の今」

演者 竹田津 実（獣医師・写真家・エッセイ

スト）

座長 長瀬 清（北海道医師会副会長）

平成17年度総会 11：30～12：00〔大ホール〕

特別講演Ⅱ 13：30～14：30〔大ホール〕

「日本における社会保障をめぐる政治―リスク社

会においてリスクをいかに負担するか」

演者 山口 二郎（北海道大学公共政策大学院

教授）

座長 貞本 晃一（北海道保健福祉部技監）

メインシンポジウム 14：40～17：00

〔大ホール〕

「環境と人権の視点からみたまちづくりと公衆衛

生」

司会 多田羅浩三（放送大学生活と福祉専攻教

授）

司会 玉城 英彦（北海道大学大学院医学研究

科予防医学講座老年保健医

学分野教授）

基調講演：｢環境再生とまちづくり」

吉田 文和（北海道大学公共政策大学

院・経済学研究科教授）

テーマ「環境と人権に根ざしたまちづくり，健康

づくりおよび地域の活性化」

1) 環境自治体づくりの戦略と挑戦

中口 毅博（環境自治体会議環境政策研

究所長）

2) 町に生きる障がい者の視点

清水 里香（浦河べてるの家/小規模通

所授産施設ニューべてる

施設長）

3) 健康日本21の推進とまちづくり

牧野由美子（島根県出雲保健所長）

（指定発言）

實成 文彦（香川大学医学部人間社会環

境医学講座教授）

逢坂 誠二（衆議院議員，前ニセコ町長）

（特別発言）

上田 文雄（札幌市長）

教育講演１ 12：30～13：20〔特別会議場〕

「北海道の先住民族―アイヌの歴史と文化」

演者 阿部 一司（社団法人北海道ウタリ協会

副理事長）

司会 三宅 浩次（北海道公衆衛生協会会長/

札幌医科大学名誉教授）

道民公開講座 17：30～19：30〔特別会議場〕

「禁煙サポートの輪を広げよう｣―地域や職場，家

族ぐるみで禁煙・喫煙防止を推進するには？―

司会 望月 吉勝（旭川医科大学看護学科教授）

司会 廣田 洋子（十勝保健福祉事務所長/帯

広保健所長）

1) 喫煙は『要医療』！ ―健診・人間ドック



222222 第53巻 日本公衛誌 第 3 号 平成18年 3 月15日

で強力な禁煙勧奨を

松崎 道幸（深川市立病院内科医長）

2) 禁煙サポートの普及を目指して―禁煙の関

心度に合わせた禁煙サポートの取り組み方

増居志津子（大阪府立健康科学センター

健康生活推進部主事）

3) 子どもをタバコの害から守るために―学

校・家庭への小児科医の働きかけ

原田 正平（子どもの防煙研究会/国立

成育医療センター研究所

室長）

4) 妊婦の喫煙をゼロに―『健やか親子21』の

取り組み

井上 愛子（東京都多摩立川保健所企画

調整課担当係長）

教育講演２ 12：30～13：20〔中ホール A〕

「都市景観と都市住宅のゆくえ」

演者 圓山 彬雄（建築家）

司会 藤田 博美（北海道大学大学院医学研究

科予防医学講座環境医学分

野教授）

シンポジウム１・パネルディスカッション

14：40～17：00〔中ホール A〕

「医療の安全性と公衆衛生の役割」

司会 高瀬 愛子（札幌市保健所長）

司会 加藤 紘之（北海道医師会副会長）

1) 北海道における医療相談の現状について

今井 利賢（特定非営利活動法人北海道

病院協会理事長）

2) 患者中心の医療への東京都の取組み

大井 洋（東京都福祉保健局医療政策

部医療安全課長）

3) インシデント・アクシデント事例収集の動向

後 信（財団法人日本医療機能評価

機構医療事故防止事業部長）

4) 医療安全対策の課題と対応

平野 静香（厚生労働省医政局総務課医

療安全推進室長）

（患者の立場から）

中田ゆう子・石田 幸子（コムル札幌患

者塾世話人）

（特別発言）

寺沢 浩一（北海道大学大学院医学研究

科社会医療管理学講座法医

学分野教授）

教育講演３ 12：30～13：30〔中ホール B〕

「働く人のメンタルヘルス―うつ病と自殺予防」

日本医師会認定産業医制度基礎後期・生涯専門研

修会単位取得プログラム

演者 田辺 等（北海道立精神保健福祉セン

ター所長）

司会 本間 寛（北海道立衛生研究所所長）

シンポジウム２ 14：40～17：00〔中ホール B〕

「人獣共通感染症と食の安全に対する取り組み」

司会 高島 郁夫（北海道大学大学院獣医学研

究科環境獣医科学講座公衆

衛生学教室教授）

司会 米川 雅一（北海道衛生研究所感染症セ

ンター長）

1) 鳥とヒトのインフルエンザ

喜田 宏（北海道大学大学院獣医学研

究科動物疾病制御学講座教

授）

2) 感染症サーベイランスから得られる情報

岡部 信彦（国立感染症研究所感染症情

報センター長）

3) BSE 問題の現状と BSE 制圧にむけて

堀内 基広（北海道大学大学院獣医学研

究科プリオン病学講座教授）

4) 動物由来感染症と食の安全に対する取り組

み

吉川 泰弘（東京大学大学院農学生命科

学研究科教授/プリオン専

門調査会専門委員座長）

5) 行政における食の安全への取り組み

道野 英司（厚生労働省食品安全部監視

安全課長補佐）

教育講演４ 12：30～13：20〔小ホール〕

「日本人の食事摂取基準（2005年版）の概要」

演者 佐々木 敏（国立健康・栄養研究所栄養

所要量策定企画・運営担当

リーダー）
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司会 小林 良子（天使大学看護栄養学部栄養

学科教授）

【第２日 平成17年９月15日（木）】

シンポジウム３ 9：30～11：00〔特別会議場〕

「地球環境問題と公衆衛生の今後の課題」

司会 池田 元美（北海道大学大学院環境科学

院教授）

司会 吉田 貴彦（旭川医科大学医学部教授）

1) 人の健康に影響を与える地球環境変化とそ

の将来予測

池田 元美（北海道大学大学院環境科学

院教授）

2) 健康と環境の接点–縮小するアラル海，砂漠

化と地域住民の健康，学童の健康調査から–

千葉 百子（順天堂大学医学部衛生学教

室助教授）

3) 公衆衛生学から共生生物圏衛生学へ―野生

動物からの警鐘に思う―

藤田 正一（北海道大学大学院獣医学研

究科環境獣医科学講座毒性

学教室教授）

4) 世界と日本の持続的な発展をめざして―

『京都議定書』を含めて日本の今後の役割

原沢 英夫（国立環境研究所社会環境シ

ステム領域長）

（指定発言） 環境行政の役割と公衆衛生活動へ

の期待

上家 和子（環境省環境保健部環境安全

課長）

教育講演５ 11：30～12：20〔特別会議場〕

「スウェーデンにおける介護予防，介護者へのサ

ポート及び高齢者のソーシャルネットワークの強

化」

演者 レナート・ヨハンソン

（スウェーデン社会庁健康福祉部上級研究員/高齢

者部門責任者）

司会 前田 信雄（札幌医科大学名誉教授，田

園調布学園大学教授）

特別講演Ⅲ 13：00～14：00〔特別会議場〕

「草の根の国際保健協力–チェルノブイリ事故後の

ベラルーシと，戦場となったイラクから学ぶもの」

演者 鎌田 實（諏訪中央病院名誉院長）

座長 岸 玲子（北海道大学大学院医学研究

科予防医学講座公衆衛生学

分野教授）

シンポジウム４ 9：00～11：00〔中ホール〕

「地域・職域における生活習慣病予防の新しい展

開―国保ヘルスアップモデル事業の成果から―」

日本医師会認定産業医制度基礎後期・生涯専門研

修会単位取得プログラム

司会 安村 誠司（福島県立医科大学医学部公

衆衛生学講座教授）

司会 森 満（札幌医科大学医学部公衆衛

生学講座教授）

1) 二本松市における生活習慣病予防対策

安村 誠司（福島県立医科大学医学部公

衆衛生学講座教授）

2) 石川県小松市におけるモデル事業とその成

果

中川 秀昭（金沢医科大学医学部健康増

進予防医学教授）

3) 札幌市における国保ヘルスアップモデル事

業

坂内 文男（札幌医科大学医学部公衆衛

生学講座講師）

4) 岩手県矢巾町における研究

岡山 明（国立循環器病センター循環

器病予防検診部長）

（指定発言） 「健康フロンティア戦略」の推進

―これからの生活習慣病対策に

ついて

藤井 紀男（厚生労働省健康局総務課健

康フロンティア戦略推進室

長）

教育講演６ 11：30～12：20〔中ホール〕

「国際保健協力―リプロダクティブ・ヘルス，

HIV/エイズを中心に―」

演者 池上 清子（国連人口基金東京事務所長）

司会 楽得 康之（米国チューレン大学熱帯医

学公衆衛生大学院臨床教授）

シンポジウム５ 14：00～15：30〔中ホール〕

「少子社会における子どもの健全な発達」
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司会 大見 広規（市立名寄短期大学生活科学

科栄養専攻教授）

司会 原田 正平（国立成育医療センター研究

所室長）

1) わが国における『子どものうつ』の現状と

課題―大規模実態調査から

傳田 健三（北海道大学大学院医学研究

科精神医学分野助教授）

2) テレビ・ビデオがつくる言葉遅れ

片岡 直樹（川崎医科大学小児科

学第 1 講座教授）

3) ｢思春期やせ症」と思春期の心の問題

渡辺 久子（慶應義塾大学医学部小児科

教室講師）

4) 養育支援を視点においた母子保健活動の展

開―市町村・保健所が連携して取り組む虐

待発生予防の取り組み―

加倉 雅代（北海道保健福祉部子ども未

来づくり推進室主査）

奨励賞受賞者講演 9：00～11：10〔小ホール〕

「地域保健サービスの経済的評価に関する理論

的・実証的研究」

演者 武村 真治（国立保健医療科学院公衆衛

生政策部主任研究官）

座長 相澤 好治（北里大学医学部衛生学公衆

衛生学教授）

「介護予防を目指した閉じこもり高齢者等への心

理的介入に関する研究」

演者 藺牟田洋美（首都大学東京健康福祉学部

准教授）

座長 岡崎 勲（東海大学医学部基礎診療学

系公衆衛生・社会医学領域

教授）

「レセプト傷病分析の原理と手法の開発に関する

研究」

演者 岡本 悦司（国立保健医療科学院経営科

学部経営管理室長）

座長 近藤 健文（環境省公害健康被害補償不

服審査会委員）

「寝たきりを起こす試みから始めた地域保健活動

の取り組み」

演者 嶋村 清志（滋賀県高島県事務所地域健

康福祉部/滋賀県今津保健

所副部長心得兼次長心得）

座長 澁谷いづみ（愛知県半田保健所所長）

「地域歯科保健事業ならびに基本健康診査の効果

に関する研究」

演者 福田 英輝（長崎大学大学院医歯薬学総

合研究科健康予防科学講座

口腔保健管理学分野助手）

座長 梅田 勝（厚生労働省大臣官房参事官）

緊急講演 11：20～12：20〔小ホール〕

「アスベスト対策の課題と展望」

主催 日本公衆衛生学会地域保健委員会

演者 内山 巖雄（京都大学大学院工学研究科

都市環境工学専攻教授）

座長 阿彦 忠之（山形県村山保健所長）

【第３日 平成17年９月16日（金）】

シンポジウム６ 9：30～11：00〔特別会議場〕

「高齢者保健医療福祉の新しい展開」

司会 山本 長史（北海道保健福祉部高齢者保

健福祉課医療参事）

司会 椎谷 淳二（北海道医療大学看護福祉学

部教授）

1) 高齢者介護保険の新しい展開

三浦 公嗣（厚生労働省老健局老人保健

課長）

2) 高齢者のための地域づくりと地域介護の視

点

太田 貞司（神奈川県立保健福祉大学保

健福祉学部教授）

3) 介護予防のねらいと戦略

辻 一郎（東北大学大学院医学系研究

科公衆衛生学分野教授）

4) これからの地域づくりと高齢者の自立に向

けて―NPO 法人シーズネットの活動から

岩見 太市（NPO 法人シーズネット理

事長）

シンポジウム７ 9：30～11：00〔中ホール A〕

「口腔保健―高齢者に対するポピュレーションス

トラテジーの課題」

司会 森田 学（北海道大学大学院歯学研究

科口腔健康科学予防歯科学

分野教授）
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司会 佐々木好幸（東京医科歯科大学歯学部助

教授）

1) 歯科保健におけるポピュレーションストラ

テジー―その可能性と課題―

中山 健夫（京都大学大学院医学研究科

健康情報学分野助教授）

2) 公衆衛生的対策としてのフッ化物の応用

境 脩（福岡歯科大学名誉教授）

3) 口腔ケアの理念と展望

米山 武義（米山歯科クリニック院長）

4) 口腔ケアの実践と効果

藤本 篤士（医療法人渓仁会西円山病院

歯科診療部長）

シンポジウム８ 9：30～11：00〔中ホール B〕

「医師臨床研修「地域保健・医療」と保健所の役割」

司会 後藤 良一（空知保健福祉事務所長/岩

見沢保健所長）

司会 曽根 智史（国立保健医療科学院公衆衛

生政策部長）

1) 医師臨床研修『地域保健・医療』と研修指

導者

徳永 力雄（関西医科大学常務理事）

2) 『地域保健・医療』で研修医が学ぶべきこと

前沢 政次（北海道大学病院総合診療部

教授）

3) 医師臨床研修「地域保健・医療」と保健所

の役割

角野 文彦（全国保健所長会長/滋賀県

長浜保健所長）

4) 北海道の取り組み経過と研修テキスト等の

作成について

一色 学（網走保健福祉事務所保健福

祉部長/網走保健所長）

（指定発言）

宇都宮 啓（厚生労働省医政局医事課医

師臨床研修推進室長）

教育ワークショップ１ 13：00～16：00

〔107＋108会議室〕

「行動変容ケースメソッド「面接と事業企画に活

かす理論と実践」」

講師 足達 淑子（あだち健康行動学研究所長）

コースリーダー

木津 明彦（渡島保健福祉事務所保健福

祉部長/渡島保健所長）

コースリーダー

坂本 泰啓（後志保健福祉事務所岩内地

域保健部長/岩内保健所長）

教育ワークショップ２ 13：00～16：00〔204

会議室〕

「実務家のための疫学統計解析（基礎と応用）」

講師 佐藤 俊哉（京都大学大学院医学研究科

社会健康医学専攻医療統計

学教授）

コースリーダー

北村久美子（旭川医科大学医学部看護学

科教授）

コースリーダー

河原田まり子（北海道大学医学部保健学

科講師）
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特別行事プログラム参加者数
学会総会

開催日 行 事 名 講 演 名 参加者数

9 月14日 開会式 260

学会長講演
環境と人権がつくる人々の健康と安全―公衆衛生学の新たな発展を
めざして 300

特別講演Ⅰ 野生が伝える環境の今 350

特別講演Ⅱ
日本における社会保障をめぐる政治―リスク社会においてリスクを
いかに負担するか 400

メインシンポジウム 環境と人権の視点からみたまちづくりと公衆衛生 540

教育講演 1 北海道の先住民族―アイヌの歴史と文化 180

道民公開講座 禁煙サポートの輪を広げよう 120

教育講演 2 都市景観と都市住宅のゆくえ 40

シンポジウム 1・パネ
ルディスカッション

医療の安全性と公衆衛生の役割 200

教育講演 3 働く人のメンタルヘルス―うつ病と自殺予防 150

シンポジウム 2 人獣共通感染症と食の安全に対する取り組み 230

教育講演 4 日本人の食事摂取基準（2005年版）の概要 120

フォーラム 1 公衆衛生専門大学院 140

フォーラム 2 感染症フォーラム 130

9 月15日 シンポジウム 3 地球環境問題と公衆衛生の今後の課題 190

教育講演 5 スウェーデンにおける介護予防，介護者へのサポート及び高齢者の
ソーシャルネットワークの強化 390

特別講演Ⅲ
草の根の国際保健協力―チェルノブイリ事故後のベラルーシと，戦
場となったイラクから学ぶもの 250

シンポジウム 4 地域・職域における生活習慣病予防の新しい展開―国保ヘルスアッ
プモデル事業の成果から― 380

教育講演 6 国際保健協力―リプロダクティブ・ヘルス，HIV/エイズを中心に― 110

シンポジウム 5 少子社会における子どもの健全な発達 550

奨励賞受賞者講演

地域保健サービスの経済的評価に関する理論的・実証的研究
介護予防を目指した閉じこもり高齢者等への心理的介入に関する研
究
レセプト傷病分析の原理と手法の開発に関する研究
寝たきりを起こす試みから始めた地域保健活動の取り組み
地域歯科保健事業ならびに基本健康診査の効果に関する研究

120

フォーラム 3 虐待予防フォーラム 450

緊急講演 アスベスト対策の課題と展望 170

9 月16日 シンポジウム 6 高齢者保健医療福祉の新しい展開 400

シンポジウム 7 口腔保健―高齢者に対するポピュレーションストラテジーの課題 90

シンポジウム 8 医師臨床研修「地域保健・医療」と保健所の役割 120

教育ワークショップ 1 行動変容ケースメソッド「面接と事業企画に活かす理論と実践」 80

教育ワークショップ 2 実務家のための疫学統計解析（基礎と応用) 130
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７ 一般演題

一般演題数 1,517件

分科会 分 科 会 名 口演 示説 小計

第 1 分科会 疫学・保健医療情報 9 40 49
第 2 分科会 健康教育 22 137 159

第 3 分科会
ヘルスプロモーショ
ン，健康日本21, QOL 24 113 137

第 4 分科会
保健所，衛生行政，
健康危機管理 12 81 93

第 5 分科会 地域保健・地域医療 22 103 125
第 6 分科会 難病・障害・医療福祉 5 34 39

第 7 分科会
疾病予防対策Ⅰ（循
環器疾患，悪性新生物) 11 52 63

第 8 分科会
疾病予防対策Ⅱ（そ
の他) 7 29 36

第 9 分科会 親子保健・学校保健 22 178 200

分科会 分 科 会 名 口演 示説 小計

第10分科会 高齢者保健福祉・介護 26 220 246
第11分科会 精神保健福祉 9 52 61
第12分科会 口腔保健 28 28
第13分科会 感染症予防対策 19 82 101
第14分科会 公衆栄養 6 51 57
第15分科会 食品衛生・薬事衛生 17 17
第16分科会 産業保健 26 26

第17分科会
環境保健・生活環境
衛生 5 32 37

第18分科会 国際保健 5 27 32
第19分科会 人権と公衆衛生 11 11

合 計 204 1,313 1,517

一般演題 参加者数 1,500人

口演発表

名 称 開催日 会 場 参加
者数

合計参
加者数

第 1 分科会 9 月15日 101会議室 40 40
第 2 分科会 9 月15日 206会議室 120 120

第 3 分科会
9 月15日 204会議室 110

180
9 月16日 204会議室 70

第 4 分科会 9 月15日 102会議室 80 80
第 5 分科会 9 月15日 207会議室 60 60
第 6 分科会 9 月15日 102会議室 40 40
第 7 分科会 9 月16日 207会議室 80 80
第 8 分科会 9 月16日 102会議室 40 40

名 称 開催日 会 場 参加
者数

合計参
加者数

第 9 分科会
9 月15日 204会議室 110

200
9 月16日 206会議室 90

第10分科会
9 月15日 107/8 会議室 230

290
9 月16日 107/8 会議室 60

第11分科会 9 月15日 101会議室 60 60

第13分科会
9 月15日 小ホール 120

160
9 月16日 107/8 会議室 40

第14分科会 9 月16日 101会議室 60 60
第17分科会 9 月16日 102会議室 50 50
第18分科会 9 月15日 102会議室 40 40

合 計 1,500

示説発表

名 称 開催日 会 場 参加者数

第 1 分科会 9 月15日

大ホール

80
第 2 分科会 9 月15日 210
第 3 分科会 9 月16日 180
第 4 分科会 9 月15日 120
第 5 分科会 9 月16日 150
第 6 分科会 9 月15日 70
第 7 分科会 9 月15日 80
第 8 分科会 9 月15日 60
第 9 分科会 9 月15日 360
第10分科会 9 月16日 330

名 称 開催日 会 場 参加者数

第11分科会 9 月15日

大ホール

80
第12分科会 9 月15日 60
第13分科会 9 月15日 120
第14分科会 9 月15日 100
第15分科会 9 月15日 30
第16分科会 9 月15日 50
第17分科会 9 月15日 60
第18分科会 9 月15日 50
第19分科会 9 月15日 20

合 計 2,210

227第53巻 日本公衛誌 第 3 号平成18年 3 月15日



228228 第53巻 日本公衛誌 第 3 号 平成18年 3 月15日

８ 第64回総会関連フォーラム

フォーラム

フォーラム 1 9 月14日（水）

17：30～19：30〔中ホール A〕

テーマ「公衆衛生専門大学院―地域に根ざし国際

的に活躍できる人材の養成」

共 催 日本公衆衛生学会公衆衛生看護のありか

たに関する委員会

衛生公衆衛生教育協議会大学院問題委員

会

司会 岸 玲子（「衛生公衆衛生教育協議会大

学院問題委員会」委員長，

北海道大学大学院医学研究

科予防医学講座公衆衛生学

分野教授）

司会 實成 文彦（「衛生公衆衛生教育協議会大

学院問題委員会」委員，日

本公衆衛生学会公衆衛生看

護のありかたに関する委員

会委員/香川大学医学部人間

社会環境医学講座教授）

Ⅰ 話題提供

1) 国立保健医療科学院の教育訓練

篠崎 英夫（国立保健医療科学院院長）

2) 医学研究科における社会健康医学大学院教

育

中原 俊隆（京都大学大学院医学研究科

教授）

3) 医療経営・管理学専攻の卒業生

信友 浩一（九州大学大学院医学研究院

医療システム学分野教授）

Ⅱ 指定発言

1) 保健師の立場から

村嶋 幸代（東大・医・地域看護学/公

衆衛生看護のあり方検討

委員会委員）

2) 国際健康危機管理の視点から

玉城 英彦（北海道大学大学院医学研究

科予防医学講座老年保健医

学分野教授）

3) カナダ，イギリス，米国の卒後公衆衛生専

門医プログラムで実習し，感じたこと―各

国の専門医制度・卒後教育システムの比較

と，日本での実行可能性

馬場 俊明（北海道社会保険病院臨床研

修医/北海道大学病院研修

医）

Ⅲ 総合討論

フォーラム 2 9 月14日（水）

17：30～19：30〔中ホール B〕

感染症フォーラム「HIV の拡大について地域は

どう対峙すべきか」

主催 日本公衆衛生学会感染症対策委員会

司会 角野 文彦（日本公衆衛生学会感染症対策

委員会委員長/滋賀県湖北地

域振興局地域健康福祉部部

長・長浜保健所所長）

Ⅰ 話題提供

1) HIV/AIDS サベイランスからみる日本の

HIV 感染動向

新庄 文明（長崎大学歯学部予防歯科学

教授）

2) HIV 即日検査事業を通じて保健所のエイ

ズ相談・検査機能を考える

尾本由美子（滋賀県健康福祉部健康推進

課主幹）

3) ハイリスクグループへのアプローチについて

◯１地域におけるエイズ対策の課題

吉田 英樹（大阪市保健所感染症対策課

保健主幹）

◯２学校での性教育の現状と課題

渡會 睦子（東京医療保健大学医療保健

学部看護学科講師）

◯３静岡県におけるエイズ予防対策の取り組み

山野 富美（静岡県中部健康福祉セン

ター健康増進課保健師）

Ⅱ ディスカッション

Ⅲ まとめ

フォーラム 3 9 月15日（木）

16：00～18：00〔中ホール〕

虐待予防フォーラム

主 催 日本公衆衛生学会地域保健委員会

共 催 北海道公衆衛生協会

司会 阿彦 忠之（日本公衆衛生学会地域保健委

員会委員長/山形県村山保健

所長）

司会 澁谷いづみ（日本公衆衛生学会地域保健委



229229第53巻 日本公衛誌 第 3 号平成18年 3 月15日

員会委員/愛知県半田保健所

長）

1) 保健師を主とした周産期からの虐待予防

澤田 敬（高知県立中央児童相談所医

務主任）

2) 子どもの権利条約の理念を踏まえて

内田 信也（北海道合同法律事務所弁護

士）

3) 旭川市の母子保健事業における児童虐待予

防の取組みについて現状と課題

水井真知子（旭川市保健所主幹付副主幹）

4 ) 虐 待 死 亡 例 か ら 垣 間 み る population

strategy の必要性及び包括的な child safety

の取り組みとしての safety promotion のす

すめ

反町 吉秀（青森県東地方健康福祉こど

もセンター（青森保健所）

保健医長）

ランチョンセミナー

ランチョンセミナー 1 9 月15日（木）

12：00～13：00〔107＋108会議室〕

「9 学会合同禁煙ガイドラインについて」

座長 富永 祐民（愛知県がんセンター名誉総長）

講師 藤原 久義（岐阜大学大学院医学研究科第

二内科教授）

［提供：ファイザー株式会社］

ランチョンセミナー 2 9 月15日（木）

12：00～13：00〔204会議室〕

「睡眠呼吸障害に対する公衆衛生学的アプローチ」

座長 大井田 隆（日本大学医学部社会医学講座

公衆衛生学部門教授）

「日本人の睡眠呼吸障害の頻度」

講師 兼板 佳孝（日本大学医学部社会医学講座

公衆衛生学部門助手）

「地域・職域における睡眠呼吸障害のスクリーニ

ングの新たな展開」

講師 谷川 武（筑波大学大学院人間総合科学

研究科社会環境医学専攻社会

健康医学助教授）

［提供：フジ・レスピロニクス株式会社］

国際セミナー

9 月16日（木） 13：00～17：00〔特別会議場〕

「介護予防と地域社会サポートネットワーク｣―北

欧の経験から学ぶ―

開会挨拶 笹谷 春美（北海道教育大学教授）

第 1 部 ｢北欧から学ぶ」

報告 1 ｢デンマークにおける介護予防政策の展

開と予防的家庭訪問プログラム」

Mikkel Vass（医師 GP，コペンハーゲ

ン大学公衆衛生研究所上級研究員）

報告 2 ｢フィンランドにおける介護予防プログ

ラムについて」

Hannele Hakkinen（フィンランド自治

連合，特別研究員）

報告 3 ｢スウェーデンにおける介護者支援，サ

ポートネットワークの強化」

Lennarth Johansson（スウェーデン社会

保健庁，高齢者部門責任者）

第 2 部 日本からの報告

報告 1 ｢社会サポートネットワークと介護予防

（北海道 3 地域における縦断研究）」

岸 玲子（北海道大学医学研究科教授）

報告 2 ｢東京都における介護予防の実践―モデ

ル的研究から行政的運用へ―」

鈴木 隆雄（東京都老人研究所副所長）

第 3 部 今後の課題（総合討論）

司会：太田貞司（神奈川県立保健福祉大学保健福

祉学部教授）

1. 指定発言

三浦 公嗣（厚生労働省老健局老人保健課長）

2. 日本における介護予防の今後の展開（まとめ）

笹谷春美（北海道教育大学教授）
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９ 自由集会

参加者数：1,970人（34集会）

集会
番号

集 会 名 会 場
参加
者数

開催日

1 保健師教育のコアカリキュラムの提案
札幌コンベンションセンター
小ホール 100

9 月14日

2 自殺は予防できる
札幌コンベンションセンター
101会議室 50

3 健康づくりと運動自由集会
札幌コンベンションセンター
102会議室 50

4 HIV 予防啓発における対人援助職と行政の役割
札幌コンベンションセンター
107–8会議室 100

5 全国衛生行政研究会セミナー
札幌コンベンションセンター
201会議室 50

6 第 8 回レセプト情報の活用を考える自由集会
札幌コンベンションセンター
202会議室 30

7 結核の集団発生の対策に関する自由集会 札幌コンベンションセンター
204会議室 200

8 北海道衛生・公衆衛生セミナー
札幌コンベンションセンター
206会議室 50

9 セーフティプロモーション・セーフコミュニティ
勉強会

札幌コンベンションセンター
207会議室 60

10 海外旅行者・赴任者の健康予防を考える
―Travel Medicine の幕開け―

札幌コンベンションセンター
103会議室 30

11 食環境づくり研究会 第 5 回 「日本版フードガイド
（仮称）を活用した食環境づくり」

札幌コンベンションセンター
104会議室 50

12 みんなで「健康日本21地方計画」の『評価』を考えよ
う！

札幌コンベンションセンター
105会議室 30

13 ホームレス者の健康支援
札幌コンベンションセンター
106会議室 30

14
日本循環器管理協議会「自由集会」：循環器疾患の疫
学 研 究 を 生か し た 事 後 指 導 の 実践 ― NIPPON
DATA：コホート研究を用いたリスク評価の応用

札幌産業振興センター
セミナールーム A 100

15 元気のでるケースメソッド
札幌産業振興センター

セミナールーム B 20

16 産学官（公）連携による地域民間施設の場を活用した
健康づくり

札幌産業振興センター
セミナールーム 1 40

17 公衆衛生と危機管理―訓練を通して具体化する事前管
理―

札幌産業振興センター
セミナールーム 2 40

18 第10回 地域保健福祉分野における情報通信技術の活
用に関するシンポジウム

札幌産業振興センター
研修室 3 30

19 楽しくてためになる健康教育の実践（さんまの会）
札幌コンベンションセンター
小ホール 100

9 月15日

20 行動につながる健康教育
～コーチングとティーチングをつかって～

札幌コンベンションセンター
101会議室 50

21 日本公衆衛生看護研究会
～保健師固有の機能と公的責任～

札幌コンベンションセンター
102会議室 50

22 全国いきいき公衆衛生の会
札幌コンベンションセンター
107–8会議室 150

23 介護予防マネジメントの実際
（予防版 MDS–HC を用いた実践報告)

札幌コンベンションセンター
201会議室 50

24 国際保健領域の人材育成を考える
―国際機関への Career up!

札幌コンベンションセンター
202会議室 50

25 第14回多胎児を産み育てる家庭への保健サービスのあ
り方を考える集会

札幌コンベンションセンター
204会議室 70

26 知ろう・語ろう・考えよう！
“一歩先行く” 健やか親子21 第 5 回

札幌コンベンションセンター
206会議室 50

27 喫煙対策自由集会
札幌コンベンションセンター
207会議室 50

28 人はいつ「変革」するのか？
：出産，看取り，アディクションを事例として

札幌コンベンションセンター
103会議室 20

29 ジョン・スノウの会
札幌コンベンションセンター
104会議室 30

30 公衆衛生専門家に必要な技術や能力ってなあに？～こ
んな時どうする？あの人にできて，私にできない訳～

札幌コンベンションセンター
105会議室 30

31 地域リハと介護予防プログラム―PT，OT が捉える評
価視点―

札幌コンベンションセンター
106会議室 30

32 住まいと健康フォーラム
札幌産業振興センター

セミナールーム B 30

33 保健師記録の改善をめざす交流集会
札幌産業振興センター

研修室 3 50

34
第24回地域歯科保健フォーラム
介護予防への口腔からのアプローチ
―高齢者の低栄養と NST―

札幌産業振興センター
セミナールーム A 100

合 計 1,970
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紹介ブース（一般）

番号 ブ ー ス 名

1 公衆衛生・歯科公衆衛生研究会第一期歯科公衆
衛生翻訳会

2 財結核予防会結核研究所

3 社地域医療振興協会ヘルスプロモーション研究
センター

4 (特非）日本介助犬アカデミー

5 東京大学大学院医学系研究科健康社会学教室

6 NPO 法人日本むし歯予防フッ素推進会議

7 東北大学大学院医学系研究科社会医学講座公衆
衛生学分野

8 全国保健師教育機関協議会

9 特定非営利活動法人 日本健康教育士養成機構

10 和光大学

11 イルシー・シーエイチピー・ジャパン

12 京都大学大学院医学研究科/社会健康医学系専攻

13 埼玉県立大学 健康開発学科

14 「健康日本21」の評価に関する研究班

15 日本循環器管理研究協議会（日本循環器予防学会)

16 放射線影響研究所疫学部

17 財福山通運渋谷長寿健康財団

18 横浜市南区福祉保健センター

19 国立保健医療科学院

20 NPO 法人アジア太平洋地域アディクション研
究所（APARI)

21 山梨大学大学院医学工学総合研究部/山梨地域
医療研究所

22 くまもとヘルスケア基盤整備事業推進コンソー
シアム

23 NTT
24 三重県立看護大学地域交流研究センター

25 Field Epidemiology Training Program（FETP)
26 特定非営利活動法人 HIV と人権・情報セン

ター

紹介ブース（地方計画ブース）

番号 ブ ー ス 名

1 しずおか健康いきいきフォーラム21
2 北海道檜山保健福祉事務所

3 三重県健康づくり室

4 山形県鶴岡市健康課

5 青森県

6 東京都港区みなと保健所

7 財日本公衆衛生協会

8 日本公衆衛生学会

9 第65回日本公衆衛生学会総会富山大会

10 熊本市健康福祉局健康政策部

企業展示コーナー

番号 企 業 名

1 株式会社保健同人社

2 井上アタッチメント株式会社

3 株式会社トップビジネスシステム

4 株式会社 VIP グローバル

5 株式会社河野エムイー研究所

6 明治乳業株式会社医薬事業部

7 株式会社メルシー

8 日本光電

9 いわさきグループ

10 フジ・レスピロニクス株式会社

11 大正製薬株式会社

12 株式会社法研

13 株式会社数理システム

14 オムロンソフトウェア株式会社

15 株式会社ビーシージーサプライ

16 日本 NAG 株式会社

17 社団法人日本家族計画協会

18 株式会社バイオスペース

19 キョーリン製薬

20 株式会社社会保険研究所

21 株式会社スズケン

22 プロビンス株式会社

23 ファイザー株式会社

24 株式会社ドリーム北山

25 株式会社ニホン・ミック

ドリンク提供企業展示

番号 企 業 名

1 大塚製薬株式会社

2 ヤクルト販売株式会社

3 北海道味の素株式会社

4 よつ葉乳業株式会社
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今回の総会では，紹介ブース36団体，企業展示コーナーに25団体の出展があった。また，ドリンク無

料提供コーナーもあり，多数の来場者を得て大変盛況であった。
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第64回日本公衆衛生学会総会関連・付随行事の日程

行 事 名
日 程

会 場
月 日 時 間

【関連行事】

日本公衆衛生学会理事会 9 月13日(火) 10:00～12:00 札幌コンベンションセンター
101会議室

日本公衆衛生学会評議員会 9 月13日(火) 13:00～14:30 札幌コンベンションセンター
中ホール A

日本公衆衛生雑誌拡大編集委員会 9 月15日(木) 12:00～13:00 札幌コンベンションセンター
101会議室

北海道公衆衛生学会評議員会 9 月16日(金) 11:00～11:30 札幌コンベンションセンター
小ホール

北海道公衆衛生学会総会 9 月16日(金) 11:30～12:00 札幌コンベンションセンター
小ホール

北海道公衆衛生学会編集委員会 9 月16日(金) 12:00～13:00 札幌コンベンションセンター
101会議室

自由集会 9 月14日(水) 17:30～19:30 札幌コンベンションセンター
小ホール他

自由集会 9 月15日(木) 17:00～19:00 札幌コンベンションセンター
小ホール他

【付随行事】

衛生学公衆衛生学教育協議会 9 月13日(火) 15:00～18:00 札幌コンベンションセンター
中ホール A

全国衛生部長会

世話人会 9 月13日(火) 11:00～13:00 ホテルライフォート札幌 4 階
レガート

総会 9 月13日(火) 13:00～16:45 ホテルライフォート札幌 2 階
ライフォートホールⅠ，Ⅱ

情報交換会 9 月13日(火) 17:30～19:30 ホテルライフォート札幌 2 階
ライフォートホールⅠ，Ⅱ

全国保健所長会
総会 9 月13日(火) 10:00～12:20 札幌サンプラザ 2 階「金枝」
研究事業報告 9 月13日(火) 13:30～14:10 札幌サンプラザ 2 階「金枝」
会員協議 9 月13日(火) 14:20～17:00 札幌サンプラザ 2 階「金枝」
意見交換会 9 月13日(火) 17:30～20:00 札幌サンプラザ 2 階「金枝」

地方衛生研究所全国協議会

理事会 9 月13日(火) 10:00～12:00 ホテルライフォート札幌 4 階
グラーレ

総会 9 月13日(火) 14:00～17:00 ホテルライフォート札幌 2 階
ライフォートホールⅢ

情報交換会 9 月13日(火) 17:30～19:30 ホテルライフォート札幌 2 階
ライフォートホールⅠ，Ⅱ

全国精神保健福祉センター長会，
同研究協議会
理事会 9 月12日(月) 11:00～12:00 WEST19 2 階会議室
センター長会議 9 月12日(月) 13:00～14:45 WEST19 2 階会議室
研究協議会 9 月12日(月) 14:55～17:00 WEST19 5 階講堂
研究協議会 9 月13日(火) 9:00～16:10 WEST19 5 階講堂

全国保健統計協議会
役員会 9 月13日(火) ホテルポールスター札幌
総会 9 月13日(火) ホテルポールスター札幌

全国保健師教育機関協議会
理事会 9 月12日(月) 15:00～18:00 北海道立衛生学院 大会議室
施設管理者部会 9 月13日(火) 13:00～14:00 国保会館 4 階理事会兼審査部会室
教育担当者部会 9 月13日(火) 13:00～14:00 国保会館 5 階大会議室
総会 9 月13日(火) 14:30～17:00 国保会館 5 階大会議室
情報交換会 9 月13日(火) 18:00～19:40 キリンビール園
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第64回日本公衆衛生学会総会収支決算書

【収 入】 （単位：円）

科 目 決算額 主 な 内 訳

1 負担金等収入 14,420,000

公衆衛生学会負担金 3,000,000 日本公衆衛生学会から

前年度開催地繰越金 200,000 第63回日本公衆衛生学会総会から

都道府県・市負担金 5,220,000 都道府県及び政令市から

開催地負担金 6,000,000 北海道及び札幌市から

2 抄録集売上収入 22,812,410

事前売上収入 15,616,410 予約＠2,289部（＠6,500又は＠7,000）
道内特別（学生＠1,000）21部

当日売上収入 7,196,000 ＠7,000×1,028部

3 演題申込金収入 4,507,880 ＠3,000×1,520件（発表演題1,517件)

4 諸収入 9,769,706 助成金，寄付金，広告料，企業展示，抄録集事後入金等

合 計 51,509,996

【支 出】 （単位：円）

科 目 決算額 主 な 内 訳

1 準 備 費 26,671,380

共 済 費 349,275 学会総会準備臨時職員雇用（2～9 月)

賃 金 2,452,365 　　　　　　　　　　　　　　　　〃

旅 費 862,920 事前打合せ，実行委員会等

需 用 費 445,390 事務用品，印刷費等

役 務 費 249,340 通信運搬費，手数料等

委託料 21,608,478 学会総会運営業務委託

使用料及び賃借料 246,442 実行委員会・部会開催経費

備品整備費 457,170 パソコン等

2 総会運営費 14,081,002

報 償 費 2,220,500 講演者等謝礼等

旅 費 866,322 講演者等旅費

需 用 費 2,667,168 事務用品，印刷費等

役 務 費 50,797 通信運搬費

使用料及び賃借料 8,276,215 施設・機器使用料等

3 事後処理費 10,557,614

共 済 費 264,087 学会総会整理 臨時職員雇用（10～3 月)

賃 金 1,925,186 　　　　　　　　　　　　　　　　〃

旅 費 735,048 理事会，事務引継等

需 用 費 2,459,494 報告書作成等

役 務 費 1,151,749 通信運搬費，手数料等

使用料及び賃借料 32,050 実行委員会・部会開催経費

負担金補助及び交付金 3,990,000

4 次回開催地繰越金 200,000 第65回本公衆衛生学会総会へ

合 計 51,509,996
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１) 性別・年齢階級別にみた喫煙状況

男

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明 合計

以前から（ほとんど）吸わない 33
(78.6)

85
(72.0)

136
(62.4)

83
(48.5)

37
(59.7)

7
(31.8)

3
(42.9)

384
(60.0)

以前は吸っていたが今は吸わな
い

3
(7.1)

18
(15.3)

57
(26.1)

69
(40.4)

22
(35.5)

14
(63.6)

4
(57.1)

187
(29.2)

現在喫煙している 5
(11.9)

13
(11.0)

20
(9.2)

14
(8.2)

3
(4.8)

1
(4.5)

―
(―)

56
(8.8)

不 明 1
(2.4)

2
(1.7)

5
(2.3)

5
(2.9)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

13
(2.0)

合 計 42
(100％)

118
(100％)

218
(100％)

171
(100％)

62
(100％)

22
(100％)

7
(100％)

640
(100％)

女

以前から（ほとんど）吸わない 257
(91.1)

273
(93.8)

273
(94.1)

138
(90.2)

35
(92.1)

4
(100.0)

5
(71.4)

985
(92.5)

以前は吸っていたが今は吸わな
い

12
(4.3)

11
(3.8)

13
(4.5)

10
(6.5)

2
(5.3)

―
(―)

―
(―)

48
(4.5)

現在喫煙している 10
(3.5)

4
(1.4)

2
(0.7)

4
(2.6)

1
(2.6)

―
(―)

1
(14.3)

22
(2.1)

不 明 3
(1.1)

3
(1.0)

2
(0.7)

1
(0.7)

―
(―)

―
(―)

1
(14.3)

10
(0.9)

合 計 282
(100％)

291
(100％)

290
(100％)

153
(100％)

38
(100％)

4
(100％)

7
(100％)

1,065
(100％)

２） 性別・年齢階級別にみた１日平均喫煙本数

男

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明 合計

1～5 本 2
(25.0)

―
(―)

5
(6.5)

4
(4.8)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

11
(4.5)

6～10本 2
(25.0)

5
(16.1)

11
(14.3)

4
(4.8)

2
(8.0)

2
(13.3)

1
(25.0)

27
(11.1)

11～15本 ―
(―)

5
(16.1)

3
(3.9)

2
(2.4)

2
(8.0)

―
(―)

―
(―)

12
(4.9)

16～20本 1
(12.5)

8
(25.8)

17
(22.1)

25
(30.1)

6
(24.0)

3
(20.0)

1
(25.0)

61
(25.1)

21～25本 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

26～30本 2
(25.0)

―
(―)

5
(6.5)

3
(3.6)

1
(4.0)

―
(―)

―
(―)

11
(4.5)

31～35本 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

36～40本 ―
(―)

2
(6.5)

4
(5.2)

3
(3.6)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

9
(3.7)

41本以上
―

(―)
―

(―)
―

(―)
1

(1.2)
―
(―)

―
(―)

―
(―)

1
(0.4)

不 明 1
(12.5)

11
(35.5)

32
(41.6)

41
(49.4)

14
(56.0)

10
(66.7)

2
(50.0)

111
(45.7)

合 計 8
(100％)

31
(100％)

77
(100％)

83
(100％)

25
(100％)

15
(100％)

4
(100％)

243
(100％)
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女

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明 合計

1～5 本 8
(36.4)

―
(―)

1
(6.7)

2
(14.3)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

11
(15.7)

6～10本 4
(18.2)

5
(33.3)

2
(13.3)

4
(28.6)

1
(33.3)

―
(―)

―
(―)

16
(22.9)

11～15本 1
(4.5)

1
(6.7)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

2
(2.9)

16～20本 2
(9.1)

1
(6.7)

2
(13.3)

2
(14.3)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

7
(10.0)

21～25本 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

26～30本 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

31～35本 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

36～40本 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

41本以上 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

不 明 7
(31.8)

8
(53.3)

10
(66.7)

6
(42.9)

2
(66.7)

―
(―)

1
(100.0)

34
(48.6)

合 計 22
(100％)

15
(100％)

15
(100％)

14
(100％)

3
(100％)

―
(―)

1
(100％)

70
(100％)

３） 性別・年齢階級別にみた喫煙歴

男

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明 合計

1～5 年 4
(50.0)

1
(3.2)

7
(9.1)

4
(4.8)

1
(4.0)

―
(―)

―
(―)

17
(7.0)

6～10年 3
(37.5)

12
(38.7)

7
(9.1)

12
(14.5)

2
(8.0)

―
(―)

1
(25.0)

37
(15.2)

11～15年 ―
(―)

4
(12.9)

3
(3.9)

5
(6.0)

―
(―)

―
(―)

1
(25.0)

13
(5.3)

16～20年 ―
(―)

3
(9.7)

17
(22.1)

6
(7.2)

3
(12.0)

2
(13.3)

―
(―)

31
(12.8)

21～25年 ―
(―)

―
(―)

7
(9.1)

3
(3.6)

―
(―)

1
(6.7)

―
(―)

11
(4.5)

26～30年 ―
(―)

―
(―)

3
(3.9)

7
(8.4)

1
(4.0)

―
(―)

―
(―)

11
(4.5)

31年以上 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

5
(6.0)

5
(20.0)

1
(6.7)

―
(―)

11
(4.5)

不 明 1
(12.5)

11
(35.5)

33
(42.9)

41
(49.4)

13
(52.0)

11
(73.3)

2
(50.0)

112
(46.1)

合 計 8
(100％)

31
(100％)

77
(100％)

83
(100％)

25
(100％)

15
(100％)

4
(100％)

243
(100％)

女

1～5 年 10
(45.5)

1
(6.7)

2
(13.3)

1
(7.1)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

14
(20.0)

6～10年 5
(22.7)

5
(33.3)

―
(―)

2
(14.3)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

12
(17.1)

11～15年 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

2
(14.3)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

2
(2.9)

16～20年 ―
(―)

―
(―)

2
(13.3)

3
(21.4)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

5
(7.1)

21～25年 ―
(―)

―
(―)

1
(6.7)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

1
(1.4)

26～30年 ―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

31年以上
―

(―)
―

(―)
―

(―)
―
(―)

1
(33.3)

―
(―)

―
(―)

1
(1.4)

不 明 7
(31.8)

9
(60.0)

10
(66.7)

6
(42.9)

2
(66.7)

―
(―)

1
(100.0)

35
(50.0)

合 計 22
(100％)

15
(100％)

15
(100％)

14
(100％)

3
(100％)

―
(―)

1
(100％)

70
(100％)
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